
新年あけましておめでとうございます。
常日頃より当事業所の運営についてご支援、ご協力を賜り心より感謝申し上げます。皆様方のお力添えを頂きながら、無事に新年を迎えることが出来ました。
本年も安心・信頼・満足を得て頂くことが出来るよう、より一層のサービスの質の向上に向け、職員一同一丸となって取り組んで参りますのでよろしくお願いいたします。
「一年の計は元日にあり。」また、「信念なくして達成なし。」と、かの偉人達も申し上げている通りですが、当事業所の今年の計画は上記の安心、信頼・満足の向上を目指すために具体的に「ざっそう」をたくさん実らせたいと思います。「ざっそう」が育むことで最終的には「目配り、気配り、心配りのできるチームアプローチ支援」へとつながるものと思っています。
昨今、感じることですが業務改善やイベント減少等で、業務のボリュームがスマートになった反面、談笑や雑談も減った気がします。業務を遂行させるためには「報連相（報告・連絡・相談）」が基本である。ということは理解していますが、心なしか機械的な内容が多く寂しさを感じるときもあります。
勿論、「報連相」が大前提ですが、近年は「ざっそう（雑談・相談）」も大事とも言われています。談笑や雑談を行うなかで各種方向性を再確認したり、目の前の課題について相談したりと、挨拶から始まる何気ない日常の会話を交わすことから発展していくものです。
会話を無理に弾ませようとする必要はないです。とは言いきれませんがまずは普段の会話から。笑顔が生まれればより良いです。毎日会話をすることで、相手の体調不良等にも気づけます。そうすると次の配りへも繋がっていきます。
まずは、目配り。広い視野を持って、細かい点まで気づくことが必要なこと。
気配りとは「自分だったら次にどのような行動をするかな」と考え、それを行動に移すこと。　
心配りは、「あれこれと気心をつかうこと。心づかい。配慮」です。心配りと気配りはよく似ていますが、視点が違います。相手の立場になって考えて行動するのが「心配り」で、気配りよりもさらに相手のことを思って行動することです。心配りができると、相手に感動を与えることができるといわれています。
何が普通で何が好ましくないという物事の価値観がそれぞれあるために踏み込まない。相手の想いを尊重するあまり希薄になりがちな人間関係というもの。とは全く意味合いが異なります。
とはいえ自分自身に余裕、ゆとりを持っていないとできないことであり、強いてはチームアプローチ支援にも繋がりません。
まずは日常にたくさんの「ざっそう」が実る肥料を撒いて、3つの配りを咲かせるステップへと繋げたいと思っています。今年の上牟田もどうぞよろしくお願いいたします。
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